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３ 論文の構成    
   序章 
   第 1章 野生動物による被害の現状と対策 
   第２章 野生動物の食肉化の前提条件 
   第３章 エゾシカ肉流通の実態と主体間関係 
   第４章 ジビエの消費の特徴と消費行動 
   第５章 ハンターの意識と行動の分析 

















































































                       
５ 論文の特質 
 本論文の特質は以下の通りである。 
第 1に、獣害対策を社会科学（経済学）の観点から分析したことである。野生動物を食肉化し
て消費者が消費するまでをシステムとして捉え、主体間関係の分析を成すことで、「害」を「益」
に変え、過程を「暗」から「明」にすることが可能なジビエのフードシステムを構築できること
を示している。 
第２に、家畜の食肉化と野生動物の食肉化の違いより生じる問題点を明示し、実証分析を通じ
て、それらを克服する方策について提示していることである。衛生上の問題と馴染みがない問題
を示し、前者は行政のガイドライン、後者は情報の提供と認知が必要であることを指摘している。 
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第３に、ジビエのフードシステムの主体間関係を新制度経済学の理論を用いて分析し、マーケ
ット成立に必要な要件について論じていることである。食肉処理業者の存在と役割は大きいが、
流通業者との結びつきの重要性、信頼性の醸成の重要性を実証分析の結果より指摘している。 
第４に、消費者のジビエ消費の要因について、消費者行動モデルを基にした実証分析を行い、
何が消費拡大に必要かを論じていることである。分析結果から、食経験が大きく影響し、ジビエ
に関する知識の提供と消費に関する情報の提供が必要であることを指摘している。 
第５に、ハンターの行動と意識を分析し、食肉とする野生動物の量と質の確保に何が必要かを
論じていることである。奨励金、買い取り条件がハンターの行動を変え、捕獲の担い手となって
いることを示し、施策の有効性を指摘している。 
第６に、様々な実証分析の結果より、ジビエのフードシステム成立要件として、ベースとなる
インフラ整備の必要性を論じていることである。ジビエ流通は薄いマーケットであるが、マーケ
ットを成り立たせるためには、行政が提供する信頼性の醸成が重要であることを指摘している。 
 
６ 論文の評価 
 本論文は、獣害対策として実施されている野生動物の食肉化という、社会的重要性を有し、か
つ斬新的な研究テーマに取り組み、フードシステムとマーケットデザインを分析視点として論旨
展開を行っている。食肉化の全ての段階おける実証分析を成しており、研究枠組の包括性、デー
タの扱いと分析手法の妥当性、研究の実証性、議論の展開における堅実性、結論の妥当性など、
学位請求論文としてきわめて優秀なものと評価する。 
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本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したので，博
士（農学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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